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年
は
ど
ん
な
j
」
と
、
期
待
が
ふ
〈
ら
ず
e

子
位
虫
、
公
民
錦
、
幼
稚
勝
、
即
時

み
ま
す
e

奇
闘
な
E
に
は
、
竹
を
特
が
で
配
っ
て

ま
た
、
一
昨
年
、
昨
年
と
、
「
ル
ぃ
r
j

飾
り
つ
け
宅
し
庁
び
か
け
ま
す
。
昨
年
ょ

に
は
宣
告
部
で
竹
前

2
5し
ま
し
り
A

「
年
、
さ
よ
り
ぎ
と
、
子
供
た

よ
ヨ
」
と
、
呼
び
か
け
て
さ
し
ゅ
よ
し
た
が
ち
の
品
を
脅
一
て
2
3

部
刀
な
お
顕
い
し
た

A
ギ
も
同
様
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
い
と
こ
ろ
で
す
a

竹
部
り
の
中
。
一
車
中
点
J
肘
ほ
ど
の

D
、
ジ
ェ

H
i藤
尾
、
佐
良
直
葉
、
松

と
ζ
ろ
に
一
一
一
百
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
本
ち
え
字
、
キ
ム
・
セ
レ
ナ
ら
が
均
踊

れ
る
の
を
す
か
ら
、
常
に
事
故
の
心
配
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ジ
テ
ス
ト
は
第
四

が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
審
査
ま
立
七
わ
れ
る
予
中
正
で
す
。
コ

期
間
中
は
、
東
海
道
京
通
り
掛
守
口
車
ど
ア
ス
ト
の
結
果
苑
表
は
、
午
後
関
時

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ロ
ト
ず
る
ば
か
、
東
海
内
」
ろ
に
な
司
令
見
込
み
で
、
乙
の
様
子
を

道
本
島
り
組
の
均
必
五
時
に
も
昨
年
同
ラ
ジ
オ
関
東
で
は
、
今
後
四
時
か
ら
凶

様
の
規
制
世
田
敏
予
臨
ん
で
い
ま
す
。
ま
時
ニ
マ
一
一
一
分
ま
で
在
中
献
に
乗
せ
る
と

た
、
駅
仏
一
則
の
品
雑
緩
和
主
凶
る
方
政
と
?
平
、
い
ま
す

E

し
て
、
パ
ス
ゃ
ハ
イ
ヤ
ー
の
乗
り
均
が
と
の
コ
ど
ア
ス
ト
風
景
雫
長
に
な

度
そ
れ
に
知
性
い
を
暴
査
の
基
準
に
し
で
変
わ
り
ま
す
o
E注
歳
く
だ
さ
い
。
り
た
い
方
〈
入
勝
午
後
一
時
)
は
、
当

い
辛
す
。
今
年
の
主
廷
は
ど
な
た
の
頭
と
こ
ろ
で
、
須
高
齢
的
、
八
間
道
路

B
A回
答
人
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

上
に
輝
〈
で
し
ょ
う
一
か
、
楽
し
一
み
で
の
文
化
踏
切
は
布
陣
尋
大
変
日
間
移
U

ま
蕃
)
千
名
の
方
に
入
場
箆
淫
券
ぞ
お
渡

ず

。

す

。

立

悼

交

崖

ru帯
雨
の
文
化
肱
組
問
し
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て
一
ど
っ
ぞ
j
。

ま
た
H

七
夕
の
向
子
は
、
松
竹
の
ま
、
特
に
、
山
記
で
す
。
お
ま
つ
り
の
ピ

新
人
玄
俊
早
乙
ま
憂
さ
ん
と
決
去
り
ま

1
タ
で
あ
る
土
問
雌
H
の
qm臣
、
夜
閥
、
す
公
開
閉
録
音

auお
に

し

た

。

日

曜

日

な

E
は
、
と
く
に
係
員
の
お
寸
市
七
月
九
百
の
白
曜
日
、
午
後
六
時
か

川

夢

を

育

て

川

批

判

前

れ

抗

日

町

十

四

日

肝

間

以

制

じ

り

関

川

安

る

努

力

を

宵

「

急

激

号

者

数

配

置

す

京

、

れ

ま

す

。

青

空

一

言

・

妥

の

首

会

で

来
燃
に
跨
ぐ
惑
味
か
ら
、
防
刊
文
、
す
す
め
ら
れ
る
ζ
の
歌
の
現
議
官
は
、

昨
年
は
、
一
一
百
九
十
一
万
人
目
沼
を
見
送
D
の
方
た
ち
は
別
の
位
箆
ι
ぜ
工
夫
い
し
だ
あ
弱
み
、
鶴
田
M
結
晶
と
長
京
ロ

楽
し
ま
せ

τく
れ
た
平
塚
町
竹
飾
り
で
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
チ
刀
、
岩
崎
宏
美
え
口
が
出
事
主

七
夕
由
通
信
る
な
た
四
季
に
と
、
昭
十
万
百
ま
で
と
?
υ
呈
し
丹
、
六
月
十
一
一
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
必
ず
。
昨
年
は
竹
飾
D
コ

ン

ク

ー

ル

に

一

一

す

。

入

場

円

」

希

望

の

方

は

、

官

製

は

が

和
字
)
年
に
復
活
さ
せ
人
気
を
呼
ぴ
門
口
著
者
十
六
人
の
応
募
が
あ
D
、
そ
う
で
す
。
過
ぎ
一
包
は
、
ミ
ス
七
夕
刊
吉
八
十
二
点
、
四
十
七
回
誌
の
案
が
会
ミ
ス
コ
ン
は
釘
尽
き
に
住
所
、
塁
、
年
齢
、
職
業
、
電

事
レ
た
さ
ス
七
タ
コ

y
テ
ス
ト
H

を
ま
ず
ま
?
の
状
況
で
す
。
一
名
準
ミ
ス
ニ
名
と
い
っ
た
か
た
ち
で
あ
り
宇
レ
た
し
、
夜
景
の
部
に
は
、
四
ミ
ス
七
夕
コ
ジ
テ
ス
ト
は
、
六
月
二
話
奪
を
書
い
て
、
平
一
一
一
一
昼
夜
市

今
時
も
行
い
ま
す
o

A
「
障
は
遜
卓
会
招
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
六
月
一
』
平
七
百
選
ん
で
い
ま
ヤ
糸
、
品
7

回
は
祥
代
に
十
爪
何
回
事
加
を
見
ま
し
た
。
今
年
は
十
七
日
(
火
)
午
前
十
時
争
回
、
市
出
向
田
容
右
応
釘
ラ
ジ
オ
開
演
「
平
援
七
夕

と
嘩
っ
て
、
ロ
ン
テ
ス
ト
に
事
前
間
接
(
火
〉
午
前
寸
時
か
ら
市
民
セ

y
b日1
マ
ッ
チ
さ
せ
る
た
め
、
ミ
ス
七
夕
を
一
一
一
種
の
対
象
を
坦
や
す
な
ど
、
#
加
意
欲
セ
ン
一
3
1
2

ホ
l
ん
て
一
付
わ
れ
ま
す
。
当
ま
つ
り
ト
ヨ
点
欧
安
窓
口
径
へ
お
申

と
前
夜
祭
的
性
格
を
も
た
せ
る
と
し
て
ホ
l
ん
で
行
い
ま

70
明
白
は
豪
華
名
、
七
夕
白
星
高
名
選
ぶ
こ
と
に
し
を
認
め
る
方
法
も
取
り
入
れ
ま
ん
知
日
は
、
ト
ヨ
タ
神
奈
川
六
社
提
供
に
ょ
ん
込
み
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
六
月

罪
集
役
場
均
五
月
乙
!
十
自
か
ら
大
月

Y
Eフ
ク
の
中
で
す
す
め
ら
れ
る
な
ま
し
た
。
腐
る
ノ
¥
健
康
的
な
密
接
、
強
注
目
情
を
反
映
し
F婦
D
っ
け
に
、
{
今
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
計
山
阻
古
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て
お
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八
B
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A
K
2

交
の
一
川
白
ま
ち
平
援
に
、
今
年
ち
古
タ
が
や
っ
て
ま
い
め
ま
し
た
。
今
年
は
鱒
一
一
十
八
回
平
援
七
f

古

官
タ
ま
つ
D
と
し
て
七
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
苦
闘
開
催
さ
れ
ま
す
。
竹
飾
り
の
中
心
で
季
語
官

官
z
臨時通
D
は
、
市
道
東
海
通
本
通
わ
一
躍
と
な
っ
て
初
め
て
の
掛
り
つ
け
で
あ
D
気
持
白
う
え
で
も
向
か
世

会
。
夢
ふ
く
み
P
む
も
の
が
あ
D
ま
す
a
ま
た
、
ミ
ヌ
七
夕
コ
ジ
一
ア
只
ト
は
、
七
夕
ま
ワ
b
D布
日
に
汗
?
:
官

官
て
き
ま
主
街
、
事
前
室
震
を
兼
ね
ま
し
で
六
月
二
十
七
日
程
う
こ
と
応
し
ま
し
た
。
量
状
況
立

官
z忠
繍
調
で
整
葱
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
乙
れ
ら
白
話
題
も
冶
い
な
が
ら
、
ほ
ぼ
門
口
程
白
兵
ま
古

申
っ
た
健
じ
明
白
内
容
を
と
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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所
で
、
青
年
そ
し
て
書
く
の
市
民
た

ち
白
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

脈
打
っ
て
い
る
の
を
熱
っ
て
深
〈
感

銘
し
詐
レ
だ
ま
た
1

「
朝
壇
坊
の

た
ち
で
す
か
ら
、
五
時
は
き
つ
い
で

す。と
り
ま
業
に
、
そ
の
担
問
医
協
の
強
さ

に
心
主
打
た
れ
ま
し
だ
乙
戸
レ
た

験
も
お
あ
D
と
思
い
ま
す
。
で

7
が
お
々
の
奉
仕
が
な
か
っ
た
ら
、
葉
し

そ
の
時
あ
な
た
は
食
べ
終
っ
た
あ
と
い
竹
綿
一
D
よ
D
も
、
む
み
が
自
立
百

の
な
会
を
ど
う
な
さ
っ
た
で
し
ょ

D
七
夕
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

か
。
何
気
な
く
道
に
捨
で
て
主
つ
ん
。
い
か
の
覇
、
ス
チ
ロ
ー
ル
の
巡

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ト
ロ
モ
ロ
コ
シ
、
空
き
か
ん
と
も
る

そ
む
と
み
9
議
五
時
台
鼠
品
々
占
も
ろ
白
む
み
で
す
。
い
や
な
顔
も
せ

片
吋
げ
て
い
る
人
台
J
D
が
い
る
白
で
ず
に
せ
っ
せ
と
掃
除
雲
間
け
て
い
ま

す
。
署
地
区
美
化
袋
一
員
、
ガ
1
ん
す
。

ス
カ
ク
ト
な
E
市
周
囲
拡
白
人
た
ち
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る
中
学
生
や

で
す
。
そ
白
山
T
山
に
な
っ
て
い
る
の
お
と
し
ぶ
一
P
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。

が
、
平
車
市
膏
年
聞
協
議
会
の
み
な
せ
め
て
爵
分
治
む
み
は
持
ち
帰
る
習

さ
ん
で
す
。

ζ

白
山
半
期
橋
掃
は
昭
和
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
だ
と
痛
感

四
十
年
以
来
十
二
年
も
続
い
て
い
る
し
ま
し
す
、
今
年
は
七
月
九
百
の
臼

と
お
問
者
じ
ぴ
つ
〈

P
レ
ま
し
た
。
曜
日
朝
五
時
が
担
行
う
そ
吉
で
よ
す
。

そ
の
動
識
を
伺
っ
た
と
に
ろ
「
き
青
年
た
ち
が
広
研
た
夕
刊
J
l
yの
輪

れ
い
な
七
夕
を
見
て
ほ
し
い
F感
つ
に
、
私
た
ち
が
加
わ
る
ζ

と
て
表
し

た
か
ら
で
す
。
格
好
よ
く
い
え
ば
若
い
七
夕
が
訪
れ
る
ζ

と
で
し
ょ
う
。



ラ
D
lマ
ン
は
、
六
月
か
ら
七
月
G

て、

次
の
金
額
ろ
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
る
。

ζ
と
に
な
る
。

が
選
吋
洋
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
事
業
群
揮
者
な
E
の
場
合
V

A

そ
り
惜
の
A

務
付
え
い
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
習
業
所
揮
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
立
L
退

千
円
、
控
除
対
控
記
偶
者
や
扶
養
認
で
納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
色
ろ
に
職
し
た
人
ゃ
、
昨
年
中
途
で
退
職
L

族
は
一
人
に
つ
き
一
一
一
千
円
と
し
て
許
税
務
警
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
た
人
な
ど
は
、
制
警
へ
還
何
請
求

算
?
ど
だ
金
額
e

た
手
υ、
昭
和
五
十
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
る
か
ら
、
と
れ
を
じ
て
い
た
ぎ
ざ
た
い
。

ζ

の
場
合

一

一

ー

庁

分

ゐ

昭

和

五

十

所
得
税
絹
鉱
閉
川
口
H
ヨ
字
幅
凡

T
V
会

M

時
計
沢
d
酬

明

学

資

一

一

年

分

の

一口しげ日制下毛

FV61金
子
説
内
q
h
説
会
名

の
万

g
d
f
;
i
Fて
i
i
l
i

警
申
告

な
い

ιき
本

人

は

六

千

m

円

、

扶

議

は

一

人

一

一

一

千

内

需

を

提

出

は

、

そ

の

し

て

い

な

税
額
ま
で
と
な
4
p

に
同
封
し
て
あ
ろ
遼
付
請
求
害
用
紙
い
人
は
、
期
限
後
の
砕
定
申
告
を
し

モ
乙
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
に
所
要
の
事
項
を
記
入
し
て
、
説
務
て
、
特
別
減
授
を
受
け
る
こ
と
に
な

」

雪

。

署

に

送

り

返

し

て

い

た

戸

ま

た

い

。

っ

て

い

る

。

A
サ
ヨ
リ
J
1
マ
ン
の
境
台
V

F

タ
フ
す
る
と
、
説
話
警
か
民
選
付
金
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
(
電
話

本
年
六
月
一
臼
FA在
に
お
い
て
昨
の
支
払
い
通
知
書
か
送
ら
れ
て
〈
る

n
l
一四
0
0
)
へ
お
た
ず
む
を
。

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
か
ら
、
と
の
支
払
い
通
知
書
に
よ
っ

つ

守
2

写
真
笈
の
よ
5
な
太
陽
が
照
る
よ
主
に
な
れ
ν、
今
昨
も
い
や
h

晃
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
す
あ
季
常

食

i
節
と
な
っ
た
。
霊
媒
示
、
長
雨
量
主
主
く
と
い
っ
た
毒
が
多
か
っ
た
た
め
、
書

3

食

会
e
e

地
方
に
は
一
度
も
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
油
断
大
融
、
い
つ
起
こ
る
の
か
わ
か
な
い
の
が
光
化
学
脅

合
ス
モ
ッ
グ
、
九
州
北
部
で
は
、
日
照
D
む
た
め
給
水
制
限
ま
で
し
て
い
る
と
か
、
は
た
し
て
今
年
会

合
は
ど
玄
つ
な
る
だ
る
弓
い
ず
れ
に
せ
よ
注
意
す
一
る
ζ
と
に
越
し
た
ζ
と
は
な
い
が
。

i'
女

乙
の
二
日
閣
で
全
部
の
九

襲襲E吏翻談室/湖南波区行政セン?1-曹(22)2111 
<>法樟摺器毎月第2第 3金曜日 13時-16時(受付8時半、理

重苦でも可〉

やその地の相談 毎月教育栂談、交j軍事故相説、内磯村自談者行

っています.
<>葉市合問相談 5月236.6月306 13時-18時平器駅北

口受番前 (t司談は法庫相談、交通事政#詰克、県政、 市政一

般穏談なε〉

議設会鰭内務談窓雪(33)おお

，fj，艇ときと相談，毎週月曜日く第 5を話会く)13時-1日時

母子組器 s平時、事時-15ffi!i30分ー常設

家庭児童藍椙談・平目、車時-16時・土輔自

蕗機器職業格差費・弔問

市民毅談愛/市役所曹(23)1111 

「軍吉法律栂談・ 7月118(火曜1'1) .問時-16時 人数に樹脂主がある

人権法揮相談・ 7?J3臼 ζ月濃臼〉盆 13時'-1出時

特設笥靖相談・ 7月 3白〈月瞳6) ・13時-16時
登記 相識・ 7月14日て金曜日〉・ 13醍十-16時
宅地建物相談・ 5月27月〈火曜13) ・13時-16時 人数に持者j擦がある

住宅総談・ 8月初日 ζ火謹白) .間帯-16時
霧器 耳増築〈特許〉相談.7月 3日正月曜日3 ・

下請取守証車部品令せん・ 8汚15尽〈木輔自3 ・

草署費生活相瞳炎・在五、理加彊8・1臨時-15時

青少年相識・平釘、百時-16l時・常設〈脅少年課コ

φ交 遜事故穏談銭i墨月曜日・ 1却時-16時

φ鞍軍事相韻・電言苦ゼ予約33-2121



シ28ぐ

一
世
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
万
円
を

一
Mrえ
あ
請
円
一
要
約
か
一
締
結
す
る
乙
と
に

一
な
っ
た
た
め
、
治
問
の
九
三
」
め
ゐ
と
F
F
O

一
に
よ
り
議
会
の
持
抑
止
序
求
め
た
も
心
。

一
V
波
小
学
校
校
丹
新
改
捨
一
;
引

荘
一
同
小
川
村
助
、
一
・
1

日AHムγ
U
M

間
二
倍
八
千
二
人
口
万
川
、

一
一
一
部
、
問
主
同
;
、

Jvpf弘
、
三
市
民
先
呪
一
如
州
事
保
式
会
往

月
か
ら
で
バ
末
去
で
と
な
っ
て
一
以
久
、
内
藤
取
一
、
柏
原
点
七
日
、
水
日
同
一
門
V
信
心
し
は
用
小
守
慢
校
舟
新
改
築
工
事

メ
緑
、
小
林
誠
一
一
・
清
《
金
額
二
憶
口
子
古
万
円
、

門
工
事
請
負
契
約
の
締
結
}
一
口
先
揖
式
会
社
舟
倉
組

い
ず
れ
も
半
校
の
校
升
匂
の
鵠
弘
エ
一
寸
旭
小
学
校
校
舎
お

連
動
場
新
改
築
亡
事

環境厚生委員長

神保梧太郎氏

務
員
と
し
て
の
使
命
観
と
生
活
の
安
あ
れ
ば
、
送
に
「
よ
叫
が
感
じ
が
忠

定
を
求
め
て
」
志
望
し
た
人
か
大
部
分
い
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ち
ゃ
レ
た
。

だ
と
い
え
ゐ
よ
ち
で
す
。
「
お
役
人
の
山
山
戸
そ
判
官
院
し
て
い
た

長
く
の
市
民
の
中
に
は
「
は
気
が
よ
り
は
み
な
割
問
叫
で
思
い
や
り
が
あ

な
い
」
と
か
「
ヌ
ル
マ
詩
的
だ
」
と
る
」
と
い
カ
吟
え
の
比
曲
「
職
出
に

か
い
之
内
判
笠
誇
ち
の
方
も
あ
る
あ
た
た
か
み
が
な
い
」
と
い
う
も
の

特
別
ス
一
職
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
「
よ
り
多
〈
の
人
に
窄
什
で
さ
ご
か
も
知
れ
去
せ
ん
。
し
か
I
司
市
り
も
あ
り

JFUた
。
市
り
す
附
で
な
〈
て

の
結
果
が
庁
内
週
報
に
一
掲
滋
さ
れ
ま
「
自
分
の
ふ
る
さ
と
平
域
を
自
分
の
行
政
は
公
況
に
的
確
h

片
付
政
事
務
会
も
刷
出
制
乙
い
う
も
の
は
い
ろ
い
ろ
な

し
た
。
庁
内
限
り
の
開
問
刷
物
で
す
が
手
で
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
」
と
処
思
す
り
引
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
盗
人
の
集
合
誌
で
す
か
ら
、
児
万
や
評

あ
る
い
は
こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
た
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
使
命
観
売
も
っ
た
活
の
向
上
中
}
一
は
か
る
こ
と
に
つ
き
る
仰
が
吃
ゐ
の
μ叶
1
《
で
す
が
、
ム
一
〈

カ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
持
え
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
職
持
と
戸
、
い
去
す
。
モ
の
十
あ
の
格
品
は
相
尺
し
た
符
え
が
出
て
く
る
ζ
と
に

一
ど
戸
し
て
市
町
時
附
を
選
ん
だ
の

H
E
l
i
-

巳P
Z
P
M
e
:
:
;
i
p

け
け
つ
い
て
は
、
市
の
責
同
点
と
し
て
考

柄
齢
制
問
『
A
F

絡

議

露

間

川

え

さ

せ

ら

れ

る

も

の

が

あ

り

ま

す

。

弘
事
竜
糾
問
一
円
け
げ
f

l

一
円
れ
み
が
多
い
」
、
「
間
や
盤
会

議

古

一

子

騒

マ

f
A
A
内
宗
主
主
主
し
て
い
る
」
、
妙
に
野
心
安
で
あ
っ
た
り
、
ス
予
な
ど
が
好
き
な
と
三
一
と
い
う

二
三
島
臨
場
イ
ぷ
議
rm
「
転
勤
の
-
&
が
な
い
」
、
「
景
気
付
ブ
レ
l
ヤ
で
あ
っ
た
り
し
て
は
国
符
え
も
あ
り
歩
む
た
。
入
車
里

一?fj
イ
寵
饗
欝

1
に
↑
江
訂
さ
れ
ず
安
芸
が
あ
る
一
と
り
ま
す
。
平
蓮
営
発
遣
し
安
定
さ
ま
ざ
ま
で
す
主
、
事
長

選

緩

襲

警

ペ

い

言

語

剖

右

か

な

り

あ

り

ま

定

g
Z
E
E
-凡

会
の
是
非
善
雲
い
ち
が
い
に
は
論

し
た
。
な
か
に
は
「
給
料
も
ま
あ
ま
ま
す
。
と
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
新
ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
a

し
が
レ
、

ζ
p
υ

か
」
、
「
職
婚
で
の
第
一
印
象
は
一
品
で
あ
る
」
、
「
近
い
」
、
「
長
男
ス
臨
誌
の
ほ
と
ん
と
が
京
市
の
職
員
た
答
え
が
自
由
に
出
せ
る
。
そ
し
て

と
い
主
一
つ
白
出
い
に
対
し
て
持
え
だ
か
ら
」
と
い
う
一
正
直
な
よ
も
の
も
あ
と
L
て
姐
柄
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
庁
内
週
報
に
載
る
と
い
う
こ
と
い
団
、

て
も
亘
っ
た
も
の
で
す
α

白
、
「
た
だ
何
と
な
く
」
と
い
う
い
よ
う
。
市
役
所
内
の
京
気
の
問
る
さ
を
議
直

「
市
民
サ
i
ピ
ス
と
い
う
白
的
に
魅
か
に
も
現
代
っ
子
の
持
つ
一
部
を
代
「
払
均
で
の
第
一
開
設
」
に
つ
い
に
物
語
る
も
の
と
い
え
た
手
レ
ょ
う
巳

力
を
感
じ
て
」
、
沼
の
発
展
と
市
表
し
た
よ
う
立
も
の
も
あ
り
ま
し
た
て
θ
答
え
は
古
ま
吉
ま
で
し
た
@
苧
保
骨
推
す

問
問
福
祉
の
向
上
に
専
念
じ
た
い
い
、
と
れ
ら
を
総
合
的
に
み
る
と
、
公
「
先
輩
が
潤
切
だ
」
と
い
う
も
む
も

e

"壁掛立家族そろって徒旦之さ避難

しよう。

@自'動車での避難は、他の巡!sに

なるのでやめよう。

。持ち物は、かねて用足まの非常持

ち出し品だけにする。手iこ持た

ず背負って濯難しよう。

担さ当 査事態補棒諜 23-1111両端408

門
こ
れ
か
ら
白
日
柏
村
}

マ
6
月
目
白
(
木
)
本
会
議

マ
6
月
四
日
(
金
)
本
会
議

マ
6
月
四
日
(
月
)
敦
百
円
山
山
長
安
凶
八
日
目

h
y

都
市
建
設
在
日
則
合

7
6
μ
初
日
(
火
)
総
持
経
済
委
民
会

h
y

環
境
胤
生
委
員
会

7
6バ
部
付
(
月
)
京
会
議
的
終
日

本
会
議
心
冬
山
除
さ
れ
た
い
方
は
、
は

定
員
カ



最
近
、
中
高
田
細
目
建
物
が
住
宅
地
に
建
て
ら
れ
、
日
照
問
題
な
ど

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
ぺ
じ
て
い
る
。

C
う
し
た
紛
争
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
い
ろ
い
る
行
政
認
か
、
b
指
導
吉
行
っ
て
き
て
い
て
引
が
、
先

般
の
逮
捕
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
「
円
影
に
よ
み
中
高
層
の

事事 2~譲住居専用地域の場合

ω 一千三.N 

建
築
物
の
高
さ
白
制
限
」
に
鵠
ず
る
一
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

神
奈
川
県
で
も
こ
れ
を
受
け
て
本
年
二
月
の
県
議
会
に
お
い
て
「
神

奈
川
射
連
語
荏
単
一
発
例
」
を
或
止
し
、
臼
照
宇
確
保
す
る
具
律
的
な

規
定
歩
定
的
、
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

b

ay-ン・日影時間fi'2.5時閣末時であれ

ば、当該建築物のま見嗣!なし。

b:;'ーン z日影時間t;f4時閣別需であれば、

当該建壊物の規制Jなし

c:;'-ン。法舟'による規制対象とならない部

分の日影であるから、日影時間同

よる当該必果物の持制Jなし。

2時間以_b

2. 5時明以_b

3ffi'討割以_b

制限を受ける建築物

軒の高さが mを超

える建築物または地

障者を除く階数i)ヌ31以
上の建築秘

つ

い

つ

五
月
晴
れ
白
五
月
二
十
一
日
、
ヂ

Z
i
E
Eば
か
り
字
詰

ゴ
ニ
中
博
物
給
、
問
問
書
燥
な
ど
が
あ
ち
白
歌
声
で
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ
っ

る
文
化
セ
ン
b
m
lを
写
生
し
ょ
っ
た
。

と
、
ち
び
っ
子
た
ち
白
写
生
式
会
が
午
前
九
時
か
ら
受
け
付
け
を
始
め

向
田
か
れ
た
。
た
品
川
、
足
す
ぎ
に
は
用
意
し
た
一
千

こ
れ
は
、
市
教
育
省
局
長
が
文
化
枚
の
商
用
紙
も
持
〈
な
D
、
急
い
で

セ
ン
主
I
に
あ
る
数
台
施
設
む
汗
在
取
り
寄
せ
る
一
幕
も
。
ま
た
、
一
時

か
知
っ
て
も
ら
言
つ
こ
と
と
、
野
外
で
間
ぐ
ら
い
で
か
き
誌
げ
る
早
い
~
ナ
洪

4
1
し
〈
写
住
を
し
て
い
た
だ
C
5ー
と
や
市
川
位
併
の
お
じ
さ
ん
に
「
と
y
t
r
b

始
め
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大企業と同じような退職金合支払うζ とができる中

小企Pお邑職金共許制度がある。月々8C 可から10，∞四二弓
までの掛金で退職金!Jf支給できるようになっている。

@この制度に加入できるのは…。

①資本金J， 000万円以下従業員50人以下の小苑業サ

←ピス業

E岳資本金3，∞D万円以下従業民100人以下の卸売業

③ 資 本 金 1憶円以下従業員300人以下の製造業

*なお、市では、加入を積極的に穿!!iJlJする怒味で、是

の掛金にー廷の補助金を力庇入後 3年間支給している。

島問い合わせ ζ の倍!1度について訴し〈知りたい方

は、市待問部省工語重工業{吊 C23-1111P'号館550コヘ
おたずねを。

すでに加入している芸事業主のみなさん
52賠 4月から53年 3月ま百の掛金に対して補助金老

支給しているので、 6fl30日までに補助金の申請を



ユース
4月山に市内で発生した侵入五巴は37件

で、 3月の21件よl:J16件ニも多く発生して

いる。 ζ れらの発生状況をみると、空き

巣ねらい19件、忍び込み8件、山田荒し

6作、その也 4件で、あさすねらいi;iい

ぜんとして多い。被害予防のため、ロン

ドプ-yーロックを7ぶれずにc

E神田地区1
6}ヨ16日

dシ 17日
E花木地E互3

6 n20~1 主総子際、成ク原自治会

.t 21[] 鳴剥E丘南部位治会

タ日 現 部 丘 問 ヨ 治 会

5月23円、 24Ei 花水台自

-9 26日 八晴民自fi同治会、里 部
J王現 1毅踏会

?' 27日、 28円 三重平日治会

l' 30 f~l 虫工会民間部自治会

7月 1 虹ケ浜東部自治会

?' 3fコ ~5 尽き地医町会。
9 
9 

E港地主亙3
7月15日代巴町、

一…みんなそろって楽しく遊ぼうーー

とき 6Jl18s (筏〉

ところ j竜熊治体育銭

o Jl1沼~意見民

種参時鶴午前1昨時~

午 後4持 30分

毎参入場料 高校生以上 15古河

小中学生 50Rヨ

臨時諜では、次のとおbe吋職を

募惜している。

O~毎日寺清撮作業主主…， 15人

・作業内特 とみ収集作

ー fl 額 700FJ
年期間 7mo 丹、 8)-]31 f~l まで

く〉嬢時三薬剤散布作業員。…ヰ人

・作業内容薬剤散布作業

・日 袋耳 4，700'コョ
・期間 7.RIE1"'--'SJJ31日まで

6 J-]2?'日じ O までに
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07月168C臼〉
「かぐや姫」 カラ-27分 fしたきりすず

めJカヨー18分 f主ι地お」カラーlC分

1<おはなしこどもきゃらばん

県立図書館のおはなしきゃらばメノは、県下

各地の幼稚圏、図書館、 Y:J'敢なとをまわって

パスの中で人形潟、刀ズムあそび、院詞など

をおとなっている。今度次の日見Zで苧塚市関

爵開にまわって〈る。

fJE時 7月19日 Ol(l
1 問日仁13時~13n寺40竹〉

2 [CiJ 日 03時五0分~14時30分) 3 r記[ヨ(14時
40分 ----15時 205わ

。場所図書館北側駐車持

。内容江〉人形劇[鬼の刀」三ラジコJ(%)lJズ

ムあそびcr良部I
。対象 幼lIlC小学校低学年L巳言まも企む〉

。定員各@]とも40名
。申し込み 6月初日 C火〉より図書館子ど

も笠へ仁需主話でもロ，j)定時にな C次第締め

切る。

官認定証所持者のための16ミミソ映写機操咋技

術再講習会

E罫欝館視聴覚ライブラリーでは、次の要領

で16"l11線写機主主n技術認定証凶持荷むための

再講習会を器産 P 。これは操作技術議問会受講

後時間が経過し、しばらく使用しないため議

停に不安を覚えている方への腕明白機会と

し、あわせて新機種じて操作方法の街悼のため

こ照くもの。

。臼時 7月 1日仁士) 14時~16持

。会潟図書館視聴、党ライブラ!)一室

。対車 16ミロ映写機操「子佼体;認定証をすでに

所持されている万

。葬策人員 30名
。申し込み 6 J'l27日〈ヅく〉よ白関書館視聴

覚ライブラ旦」へ(電話でも0)コ

官休史官自信週月曜日毎月月末祝日

立図書室官 干254平援市浅間関Jl2-41

日本人の再建

古てと伝説巴f，zt:こち

そのような写真をおちの方は、博物踏まで

む連絡を。

大プラネタワウムのol体見学
71122日 ~8 月初日までは、団体見学fJlfiて

のとおり変更になる。

ー木曜日ー;相星日・こ土曜日の午前l印時から投

影する。 亡予約受け付け中〉

なお、 ~X、末、土曜日の午後と日曜EIは団

体見学できない。

・博物語干254診る軍部J12-41 33-5111 

1<やさしくおぼえられる将棋教護

一一将棋をおぼえて静馬も濯しくんー

・とき 6月21汀"--'7 J.j12臼までの録選泣く建

訂 '1 後 5時30分~8時30分まで。
・円高 基本部J手筋・定車容の解説と実践絞首

・諮grf， 百 JI!一品氏。

.)勤労青少年20人を対魚。

大量置と子の卓球交歓のつどい
…一一ピンポンで親子そろって楽しぐ・一一ー

とき 7 月 9 尽く日コ午前10時~1剖貯まで0

・持母ずるもの ヨケy ト、運動しやすい服

装で参加をと。

・4、う主と草月2

1<ボランティ

カラ- 1時 間27分
07  !'l23日〈呂〉

f球事の荒野J カラー 1時 務38分

1<こども狭盛会 10時とは時

06月25日 C臼〉
「海底ーコ万哩j カラー担分

女体験学習と草木で染めようミ
・とき 7月2911C:t:l 
e 内 いろいるな泌物在使って、終のノh市

在汲める。

e 申し込み 7月2C円までに往復はがきで申

し込む。 IJ\" :F'些 4恒生以下は父52F，Jf~手。多

数の場合は主lJせんで30人。 J防相'0:200円。

大自然鍛察入f~~善康
一一一一一ツバメの観察一一一一

・とき 7 J125日、 26臼、 8J'l1日の3臼鴎

・内容 ツバメ白期類や栄、夜のねぐらなど

を観察し、 Yパメの謁べ方苦学ぶ。

・申し込み 7月15臼までに往復はがきで。

小苧往5却生白ーと。多数の場合は治せんで

お人a

会5・7月の苦手建品コーナー
一一一一一樹木白1世界一一一

7'さ主にのび白びと技をJT:げた緩木は、私た

ちの心にうるおいを与えてくれると由正時に、

いろいろな民具の討料としτ、毒事らしにいか

されてきた。寄贈された材木の標本在中心に

樹木白いろいろを紹介する。

1<潟東大震災の写真収集{こ告書カを
博物館では、 8J'llBから9J'l30日まで「

火山と地震j の特別展を関心跨東大震災時



i 浅 間 前 ト 間 保 健 衛 生 課

i篭諮 23-1111円融259・2印

j女平塚保健所偶数R
i 日程 6月21日、部自

i場所平塚f保健所講堂

j申し込み第 1臼留に直接会場へ

j…ー鰍所だよザー …

iφ平担保健所〈電話3ま 013の

1 山一……一…一…一山一一 i 母子鍵曜手慢仁志向と ~I絢コと筆
i 欝務審議議繁欝管欝警護 j言明異む持事在。

i 議議議議議鱗議議議選護 j 

i 満 1歳までの赤ちゃんを対処栄 j
i聾、生活苦言導、部重河民等白青汗Jヨj饗場所平塚楳健所

i欝ずるいろいろな問題をお母さんと ;盛時間 13時~14時まで
;一憾に考える。時間は 9時30分~10 I (3か月泥検診3
i時3自分 母子健康手援を持委主@

; 7!'l7臼 53年 3 月 3 日 ~10日生
i 6月初日 神田公民館 ! ? 14日 5押 3 月11日 ~20日住
; ρ 22日 宮沢公民館 ~ .j- 21臼 53年 3月21臼"-318主主

タ 27日大野公民館 ; 

i 7月 4日須賀公民館 i [3歳児検診3
'" 6白 金田公民館 ， 7!'l6臼 5匹手 5 月 1 日 ~IOB 5'

j ρ 13日 土星公民鍔 i ク 20B 50年 5 月11 日 ~20臼主主

! ? 14臼 市役所E会務長 iク 27臼 5c年 5 月 21 日 ~31臼生

i 綴議翌日霊山三陰，.取τ議機 i 
3 欝緩護軍 .. ヲ巧歩 '"壌と，::.・義塾エエ韮務務費

2 務総務機務議議縫欄議議議機線鶴緩緩盤輔 3 生機10かよ羽3ら12IJ'月未明白赤ち

1 ゃんが受ける健三主です。受訟できる
j 初めて妊娠された方を対象に母親{民主夜機関が照られますo <わしいc
j務室を開きます。なるべく妊娠7ヵ j とは保健月日こおたずね〈ださい。

し*1'日の会主部主14時-----15時 ， )守までにお受けください。時閣は13 1 

I6!'l1 !時30分から16時まで、母子健康手限;

幻臼 塁手善公民館旭公使館 i謹記用具をお持ちください。

H中央農協土沢支所 Z 匂

制 大野公民館構内団地集会場 j女平塚市役所ー銀河実施 i 7月中に満1歳になるお子さんな

民豊田公民館 j 臼程 7月 3日、 10日、 17丹、 24臼 i対 象lこ開きます。

29日嫡公 民 館 京 松 原 白 悶g ~場所市役所B会議案 i日時 7月14臼 13時30分から

;申L汎品 瞳訴ヲhハガゴーマ，

結
核
検
診
と
成
人
病
の
診
断

う

①母子鍵廉手畷(転入した人は!日住

所で使っていた母子億凝苧綬〉

@問診察〈ζ 白望書は必ず家で記入し

て悼苦誌を測定してきてください。コ

o予防接種を受けられない人
①予訪銭種を受けて 1;車問たってい

ない入。②はしか、 BCG、種痘、

小児マヒ生ヲクは、それぞれ 1カ明

日間隔をおかないと受けられません

③その他、有需E患者、けいれん位体

質、心轍血管系、腎臓または肝臓に

疾患があ担医師にとめられている人

顔対象・初回 接揮さ当日に燐3歳 を

経過して 6重量に達するまでの幼渇

(7 日 ~10Bの閉隔で 2 回受け

る o )追加昨年初日J援種を完了

した幼児仁1部〉

詩〈担]回接種を 1屈しか受けていない

幼児は受けなおしにな白ます。

豊富開問 013時30分---15時まで。ただ

し封印の会場は14時~15時まで。
額巡回日程

6月初日 中原公民館金巴公民館

~ 21臼 平塚市民病院

*~を崎公民主宮
.. 22日神田公民館

*城島公民館

? 23日 花水公民館八幡公民館

結核および循環器検診日殺表

u横内公民館

カ神田公民館

大神集会Y1
守防崎公民館

れ i成長も乏会g

京中i京公民館

ね大野公民館

南原::d止命f

a-:..J!I八幡神社

呂月分については次号でお知らせする。

叶印む会場では、 40者以上の万で，i(撃とみと

めた方に、耕民と匹照によるが行われ

る。ただし、 P師の訴時間は'1後 1同30分
から 3時まで。
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1 .第3月曜日一一一-
(7月のみ第 1、 第3月躍臼になるコ

誰でも自由に利用できる。種自はパス

ケツ k、パレ」、パドミYトY、卓球。

パドミントン、卓Eまの三ラケ y I''>シャトノレ、

ボーんは各自持書する。

06 !l26El (丹〉午後 1 時~8時

07!l3!ヨ〈月〉 ρ

07 !l1713 (丹〉ク

民なお、運動ぐっ(jコばき〉と溜霊訪ので

きる服装で要参加するζ と

。とき 6月訪日〈
ノh雨決行

主盟主話 体膏課 震童謡31ーベ軍蕗窃
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媛事し予約受け付け中
軟のよい日をお早めにお申し込みを。

10月から挙式時慣が'il!'わ Dます。

。章容 1コース 1α時~ 噂第5コース 14時~

・第2コース 11時-第Sコース 15時~

・持コース 12時~ 民披露害時聞は2時

・蒔コース 13時~ 間になります。

骨市民センタ…事務局32-2235

県動物保【後セン点ーでは、捨て犬による野犬

の増加と犬による危害を紡ぐため、今月も次白

日程で不用犬の巡回収容を行う。

三5口犬を出される方は、 f印かんJ r犬の鑑

t-LJ r注射済表Jと愛犬手慢を持差是のうえ会場

へお出かけを。なお、 ~X特車01，亭閣時間は 5 分
間なのでおまちがいのないように。

今月の収容お 告丹28悶(氷〉

10' 00 沢公民館 10' 15 組公民館

10' 30 御殿会館 10雪組 富二と見公民館

10' 5.5花水公民館 11'む5 須賀公民館

11 ' 15 松額公民館 11 ' 25 県合同庁舎前

11 '40 1日四之宮公民館13'30 神田公民館

， 45 真土公民 14'叩束中京公民館

14 ， 10 待問公民館 14' 2う 誠島公民館

14τ40 金出品民掠 15 55 岡崎公li強1
15 10 金t~公民館

む)"カワ仁相模原帝国名〉

ヨに、よる火をたいて総会議Dま

したが、舶は使わず、 111に入って

上流に揖きながらしました。 3時

から3，6，;;;<らいι)'fiさおを片宅手

に持ち、その先に針金のカゴをつ

けて中でヒデとい5松のまきを燃

し、もう一方白手で鵜につないだ

ひもを持って課りました。主題る鵜

は 1羽で、火の切かDの下で鵜が

1てに潜り、アユを追い、 f可/1j;かを

のみ込んでとってきました。

ζれLは夜間にするので、ヨカヲ

などといわれますが、大正時代は

なるととノレカクといって、昼間の

鵜飼いも始まりましたa そして、

ζれになってからは一人でしてい

たのが3人 1絶でするようになり

こ人が網を使ってアユを脅して集

め、まるく屈んだ斜D中で嶋在使

うようになりました。

相模mの鵜飼いはとのように仔

われていました。平塚では鵜飼い

は行われていませんが、平喜多層辺

で古くから続けられてきた)1闘を

考えるには、 ζ れら上流の漁訟を

あわせて考えていかなくては解決

がつきません。同お尋ねは博物館

(33-5111コヘa

い

出~日一11一一日ハ

私たちの専らしの中には

苦から伝わり、続けられて

いる行事やしきたfつなどが

たくさんあります。こうい

うものに自在向け生活の歴

史を考えτみましょう。

2 

コ

コ

芸 ガてぬろむ季節とな b、7k辺の滋

5ぴが快くなってきました。相模Jil

吉田アユの解禁も 6月 1日から始ま

~ "、 JI時立アコ釣"由人たちでにぎ

Eわっています。そこで、今月は椙

5摸 Jfiの鵜飼いくうかい〉を紹介b
Eてみます。

芸 鵜鈍いとい'7と岐阜県の長RJlI

Eが有名古、己れを知らない人はな

さい〈らいとも官、えます。ととろカ3

5私たち白町を流れる相模JlIでもか

芸つては感んに鵜在使ってプユ堂と
z 

きる鵜飼いが行われ、今のところ相

芸模原市田名付近から上流、大月前

芸猿橋防までむ聞の村々で行われて

雲いた己とがわかっています。

喜 本E幌Jf!では鵜飼いをe7Yヵィ・

5ヲYキャアといっていますが、す

きでに今では行われていません。相
z 

き模ダムができる主 的、昭和20埠c:

芸ろまではーペコ白村で 1・2入、多い

芸対では9人もの護軍空いがいたとい

Eいます。ダムができ、アユが川[を

Eのぼらなくなった白、レジャ」の

き釣人が溜えて生染として腐り立た

5なくな担、鵜鱈いは終え去って行

ったと考えられまですa
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<>巡回隠草壁61守2180)<)、 6月26日〈月〉、 8

月27臼〈グくコ横浜ゴム開ぐ全日程〉

く><><> ご協力島哲がとうございました<><><>

江南高校161本、東海大学部脊会231京、日産サニ

」結構販売開61京、大東化学開時京、横浜ゴム中

原第三三工襲五56;;日横浜エイロタイツブ閥56本、重重

大溜輪開41本、崇善地区自治会91本、旭弛止ま自治

，会170京

6)ヲ158は、事業所統計調査の刻。

江場も}古舗も会主主も学校も、みなさん事業

6 Jl15箆

6 !J15白から調j配

属がお伺いしま

す。調査塁需は、霞

接機棋にかけるの

で、持したD、折

ったDしないよう

にして下さい@

担当 行政課統計調韮査部23-1J 1 

所統 計調査にご協力を。
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